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【手続補正書】
【提出日】平成20年3月7日(2008.3.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　心筋梗塞（ＭＩ）を発症する危険性の変化を有する個体を同定するための方法であって
、該方法が、該個体の核酸における配列番号４３３８、７３５７、９６１６、１６５６５
、１６２５０、１５８３１、２０２１、６４３０、１４８０７および１６０２９からなる
群より選択されるヌクレオチド配列のいずれか一つにおいて一塩基多型（ＳＮＰ）を検出
する工程を包含し、ここで、該ＳＮＰの存在が、該個体におけるＭＩの危険性の変化と関
連する、方法。
【請求項２】
　前記危険性の変化が、上昇した危険性である、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記個体が、これまでにＭＩを有したことがある、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記危険性の変化が、減少した危険性である、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　請求項１に記載の方法であって：対立遺伝子特異的プローブハイブリダイゼーション、
対立遺伝子特異的プライマー伸長、対立遺伝子特異的増幅、配列決定、５’ヌクレアーゼ
消化、分子ビーコンアッセイ、オリゴヌクレオチドライゲーションアッセイ、サイズ分析
、および一本鎖立体配座多型からなる群より選択されるプロセスにより検出が実施される
、方法。
【請求項６】
　少なくとも８個の連続したヌクレオチドを含む単離された核酸分子であって、ここで、
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該ヌクレオチドの一つが、配列番号４３３８、７３５７、９６１６、１６５６５、１６２
５０、１５８３１、２０２１、６４３０、１４８０７および１６０２９からなる群より選
択されるヌクレオチド配列、またはその相補体のいずれか一つより選択される一塩基多型
（ＳＮＰ）である、核酸分子。
【請求項７】
　配列番号１２７～２５２のアミノ酸配列のいずれか一つをコードする、単離された核酸
分子。
【請求項８】
　配列番号１２７～２５２からなる群より選択されるアミノ酸配列を含む、単離されたポ
リペプチド。
【請求項９】
　請求項８に記載のポリペプチド、もしくはその抗原結合フラグメントに特異的に結合す
る、抗体。
【請求項１０】
　前記抗体が、モノクローナル抗体である、請求項９に記載の抗体。
【請求項１１】
　増幅されたポリヌクレオチドであって、該増幅されたポリヌクレオチドが、配列番号４
３３８、７３５７、９６１６、１６５６５、１６２５０、１５８３１、２０２１、６４３
０、１４８０７および１６０２９からなる群より選択されるヌクレオチド配列またはその
相補体のいずれか一つより選択される一塩基多型（ＳＮＰ）を含み、ここで、該増幅され
たポリヌクレオチドが、約１６ヌクレオチドと約１，０００ヌクレオチドとの間の長さで
ある、ポリヌクレオチド。
【請求項１２】
　請求項１１に記載の増幅されたポリヌクレオチドであって、ここで、前記ヌクレオチド
配列が、配列番号４３３８、７３５７、９６１６、１６５６５、１６２５０、１５８３１
、２０２１、６４３０、１４８０７および１６０２９からなる群より選択されるヌクレオ
チド配列のいずれか一つを含む、ポリヌクレオチド。
【請求項１３】
　配列番号４３３８、７３５７、９６１６、１６５６５、１６２５０、１５８３１、２０
２１、６４３０、１４８０７および１６０２９からなる群より選択されるヌクレオチド配
列のいずれか一つの一塩基多型（ＳＮＰ）を含む核酸分子に、特異的にハイブリダイズす
る、単離されたポリヌクレオチド。
【請求項１４】
　８～７０ヌクレオチドの長さである、請求項１３に記載のポリヌクレオチド。
【請求項１５】
　対立遺伝子特異的プローブである、請求項１３に記載のポリヌクレオチド。
【請求項１６】
　対立遺伝子特異的プライマーである、請求項１３に記載のポリヌクレオチド。
【請求項１７】
　請求項１３に記載のポリヌクレオチドであって、該ポリヌクレオチドが、表５（配列番
号１７，２７６～１７，３７７）に記載のプライマー配列からなる群より選択されるヌク
レオチド配列を含む、ポリヌクレオチド。
【請求項１８】
　核酸中の一塩基多型（ＳＮＰ）を検出するためのキットであって、該キットが、請求項
１３のポリヌクレオチド、緩衝剤、および酵素を備える、キット。
【請求項１９】
　核酸分子中の一塩基多型（ＳＮＰ）を検出するための方法であって、該方法が、ストリ
ンジェントなハイブリダイゼーション条件下で、配列番号４３３８、７３５７、９６１６
、１６５６５、１６２５０、１５８３１、２０２１、６４３０、１４８０７および１６０
２９からなる群より選択されるヌクレオチド配列のいずれか一つにおいてＳＮＰに特異的
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にハイブリダイズする試薬と、試験サンプルとを接触させる工程；ならびにハイブリダイ
ズした二重鎖の形成を検出する工程を包含する、方法。
【請求項２０】
　請求項１９に記載の方法であって、以下：対立遺伝子特異的プローブハイブリダイゼー
ション、対立遺伝子特異的プライマー伸長、対立遺伝子特異的増幅、配列決定、５’ヌク
レアーゼ消化、分子ビーコンアッセイ、オリゴヌクレオチドライゲーションアッセイ、サ
イズ分析、および一本鎖立体配座多型からなる群より選択されるプロセスにより検出が実
施される、方法。
【請求項２１】
　改変体ポリペプチドを検出するための方法であって、該方法が、試験サンプル中の配列
番号４３３８、７３５７、９６１６、１６５６５、１６２５０、１５８３１、２０２１、
６４３０、１４８０７および１６０２９からなる群より選択されるヌクレオチド配列のい
ずれか一つにおける一塩基多型（ＳＮＰ）によりコードされる改変体ポリペプチドと、試
薬とを接触させる工程、および該試薬の該ポリペプチドへの結合を検出する工程を包含す
る、方法。
【請求項２２】
　ＭＩを治療的もしくは予防的に処置するのに有用な薬剤を同定するための方法であって
、該方法が、候補薬剤に請求項８に記載のポリペプチドを、該ポリペプチドと該候補薬剤
との間に結合複合体を形成させるために適切な条件下で接触させる工程、ならびに該結合
複合体の形成を検出する工程を包含し、ここで、該複合体の存在が、該薬剤を同定する、
方法。
【請求項２３】
　ＭＩに対する処置を受ける必要のある個体の同定を支援するための方法であって、該方
法は、４３３８、７３５７、９６１６、１６５６５、１６２５０、１５８３１、２０２１
、６４３０、１４８０７および１６０２９からなる群より選択される遺伝子のうちのいず
れか１つにおいて、該個体由来のサンプル中の１ヌクレオチド多型（ＳＮＰ）を検出する
工程を包含し、ここで該個体は、治療剤により処置されることを特徴とする、方法。
【請求項２４】
前記治療剤がスタチンである、請求項２３に記載の方法。
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